
東京都版レッドリストカテゴリー区分（絶滅リスクの評価基準） 

カテゴリー名称 表示 基本概念 

絶滅 EX 当該地域において、過去に生息していたことが確認されてお

り、飼育･栽培下を含めすでに絶滅したと考えられるもの 

野生絶滅 EW 当該地域において、過去に生息していたことが確認されてお

り、飼育･栽培下では存続しているが、野生ではすでに絶滅した

と考えられるもの 

絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、

野生での存続が困難なもの 

 絶滅危惧ⅠA 類 CR ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い

もの 

絶滅危惧ⅠB類 EN ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危

険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類 VU 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、

近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考

えられるもの 

準絶滅危惧 NT 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によって

は「絶滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの 

情報不足 DD 環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移

行し得る属性を有しているが、生息状況をはじめとして、ラン

クを判定するに足る情報が得られていないもの 

留意種 ＊ 現時点では準絶滅危惧のレベルではないが、相対的に数が少
ない種であり、次の理由（選定理由①～⑥）のいずれかにより
容易に個体数が減少することがあり得るため、その動向に留意
する必要があるもの 
＜選定理由＞ 
①生育、生息環境が減少もしくは悪化することで、個体数が減
少するおそれがある。 

②生息地の限定もしくは分断による個体群の縮小あるいは孤
立化により、個体数が減少するおそれがある。 

③人為的な環境配慮により個体群が維持されているが、人為的
な環境配慮が失われた場合、個体数が減少するおそれがあ
る。 

④外来種の影響により、個体数が減少するおそれがある。 
⑤生活史の一部または全部で特殊な環境条件を必要としてい
る種であり、これら特殊な環境が失われた場合、個体数が減
少するおそれがある。 

⑥かつて悪化していた環境の回復にともない個体群規模が戻

ったが、その状況は不安定であり、環境が変化すれば個体数

が減少するおそれがある。 

ランク外 ○ 当該地域で生育、生息が確認されているが、上記カテゴリー

に該当しないもの 

データ無し － 当該地域において生育、生息している（していた）可能性が

あるが、確実な記録や情報が得られなかったもの 

非分布 ・ 生態的、地史的な理由から、もともと当該地域には分布しな

いと考えられるもの。ただし、鳥類では、確認記録があっても

当該地域が主たる生息域ではないと判断される場合注 は、非分

布として扱った。 

（別紙２） 


